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（司会） 副会長 小西由希子 

 
  パネルディスカッションを始めさせて頂きま
す。里山条例ができて、私たちは今までは谷津田
といっても誰にもわかってもらえなかった、よう
やく今、谷津田知ってるよという人が増えてきま
した。里山に関わって下さる方も、年々驚くよう
に数が増えてきたという現状があります。その中
でやはり、谷津田、里山の保全についての議論も
あちこちでされるようになって、関心も高まって
きたと思います。これはある意味追い風だと思っ
ています。しかしこの追い風のなかで、これから

私たちはどうしていくのか、が問われているので
はないかと思います。 
 シンポジウムも 2 年目を迎えて、私たちはこの
活動の足腰をどうしっかりとしていくのかが問わ
れているのだと思います。里山と関わろうとする
中で私たちは、これまでの既成の価値観を転換し
ていかなければならないとか、自分達の生き方そ
のものも見直していく必要があるのだと感じるこ
とがあるわけですが、今新聞などを賑わしている
子ども達の様々な問題、そのようなことにどう対
処していくかということで働き方そのものから見
直していこうと、今千葉県では次世代育成支援行
動計画というものをつくっています。これは各自
治体、或いは 500 人以上の事業者がみんなつくら
なければいけないと義務づけられたもので、その
中に千葉県では推進していくためには、新しい地
域力、地域力をちからと読ませておりますがそれ
こそが必要である、解決の鍵ではないかと言って
おります。その中で大切なのは、人づくりと関係
づくりといわれていて、まさにこの次世代育成の
プランに？？？？？？通じるものがあると感じて
います。私たちが活動の中でその人づくり関係づ
くりをいかに？？？実効性の高いものにしていく
ためにはどうしたらいいかということで、今日は
様々な活動をされているパネリストのみなさんに
お話いただいて、私たちの今後の活動の参考にし
ていけたらと思います。よろしくお願いします。 
 ではまず、それぞれの方の活動の取り組みにつ
いてお話いただきたいと思います。まずは、開催
地であるこの我孫子市の市長の福嶋さまから、福
嶋さまは、若くして 38歳で市長になられ、コミュ



 

ニティービジネスの育成とか、市の職員の採用に
民間試験の引用制度を用いたりとか、ユニークで
先進的な取り組みをされています。これまでの実
績や経歴をうかがいますと、学園祭のいざこざで
大学を除籍させられてしまった経験をおもちにな
るなど、戦闘的な方のように感じられますが、実
は非常に物静かな方で、？？？？？？？？？？と
思いますが、今日は我孫子市さんが取り組まれて
いる子どもの施策、谷津田の保全についてお話し
ていただきたいと思います。 
 
 

我孫子市長 福嶋浩彦 

 
 どうも皆さんこんにちは。ご紹介いただきまし
た福嶋です。ようこそ我孫子市においでください
ました。？？？？？？？？？？？？？。 
 
 我孫子市、字を見ますと「われ、まご、こ」と
書くんですね。私たちの子供や孫の世代に豊かな
自然環境を大切な財産として伝えていこうという
ことを考えて取り組んでおります。今日は「里山
と子ども」というテーマですから、まず子どもに
ついてお話したいと思います。我孫子市は昨年「子
供総合計画」という計画をスタートさせました。
我孫子市の行動計画を含めたもので他の自治体よ
り一年早くスタートさせたということになります。
この行動計画には 300以上の？？？を位置づけて
います。つまり教育委員会などの子どもに直接か
かわる部署だけではなくて、公園の担当あるいは
商工の担当など市の全ての部署が横に提携して、
また地域と一緒になって子どもたちが心豊かにそ
して自分らしく、自分らしくということを強調し
ているのですが、自分らしく育っていけるように
応援しようという計画です。ひとつ気をつけたい
のは、できるだけ子どもの視点に立っていろんな

ことを考えていこうということです。青少年健全
育成という言葉は一切使わないということではじ
めました。本来健全育成というのは悪いことでは
ないのでしょうが、なんとなく上から子どもを見
て否定していくみたいなニュアンスがちょっと出
てくるのでそういう言葉は一切使わないでいこう
ということにしました。それからもうひとつの柱
は、子どもたちにできるだけ豊かな自然体験、社
会体験、生活体験を提供できる地域を作ろうとい
うことです。文部科学省の調査で、朝日が昇ると
ころ、夕日が沈む瞬間を見たことがない子どもが
50パーセントをこえたということです。それから
これは聞いた話ですが、子どもたちをつれて山へ
キャンプに行ったんですが、山には平地で見るの
とは全然違うすごい星空が見えるんですが、ある
女の子が下しか見ていない、地面しか見ていない
というのです。何で下ばっかり見ているのと訊い
たら、「空にじんましんが出ている、気持ち悪い」
というのです。このくらい子どもたちには自然体
験が、実体験が少なくなってきている。そういう
子どもたちに生の体験を提供できる地域になろう
ということを大きな目標にしています。 
 いろんな事業を考えていて、今募集しているの
は 2泊 3日なんですが子どもたちが他の学校の友
達と一緒に泊まりながら学校に通おうという宿泊
就学の取り組みです。それからこれも今募集中な
んですが、今年 8月から筑波山から我孫子まで、5
泊 6日でキャンプをしながら子どもたちだけの力
で旅をしようという、チャレンジウォークという
事業です。小学5年生から高校1年生くらいまで、
6,7 人でグループになって筑波山から我孫子まで
歩いて旅をする。泊まる所は自分たちで探して、
テントを張って、食事も自分たちで作る。コース
も自分たちで考える、安全のためにガード役の大
人が 1 人はつきますけども、たとえ道に迷っても
一切口は出さない、ほんとに生命に危険があると
き以外は見守りに徹するという取り組みです。主
催事業にしましたから、万一事故があったら市長
が責任を取るという、ちょっと思い切った取り組
みですけれども実施することにしました。 
 もうひとつ重要なのが広報、2 ヶ月に 1 回市の
広報の 1 ページを全部子どもたちにあげちゃう。
子どもたちが自由に編集して作っていいよ、やり
かえてもいいよ、自分たちの学校の紹介が多いよ
うですが、自分たちの夢でもいいし、我孫子市を
こうしたい、こんな町にしたいということでもい
いし、なにもなくてもいいよということです。編
集の経過も違うし、手書きのページが出てきたり
もする。 
 先程中央学院高校の皆さんが紹介してくれた
谷津ミュージアムの隣に子どもの泊まる事のでき
る拠点を作ろう、谷津ミュージアムを中心とした
一帯のエリアを子ども達がいろんな体験ができる



ゾーンとして位置づけようということをやってい
ます。〈写真紹介〉これは航空写真ですが、実は隣
に我孫子ゴルフ場があります。バブルの時にでき
たゴルフ場ではなくて、日本のゴルフの創成期に
できた伝統あるゴルフ場です。 
 いろんな生き物の生息場所、それから私たちが
自然と出会う場所、自然から学ぶ場所、そして自
然とともに生きる空間を創り出す場所という位置
づけをしています。これは全体の整備計画です。
これはホタル？？？の里ですが子ども達が観察し
ている様子ですね。それからこれは水田に水を
張った所に鳥が来ている様子ですね。先程説明あ
りましたように谷津ミュージアムというのは別に
建物を造ったり人工的にやるものではなくて、谷
津の自然を丸ごと保全して昭和 30 年代の農場環
境を復活させよう、それを？？？でやろうという
ことです。 
谷津ミュージアムの真ん中を産業？？？？の水
路が流れています。これを？？？に変えていくと
いうことで、まだモデル的に一部分やっただけで
すが。これは工事中の写真です。これは？？？に
変わった状態です。これは一応工事が終わったと
ころです。？？？がこれで完了したというわけで
はなくて、これがスタートで豊かな環境を地域の
方と一緒に作り出していこうということです。こ
れは谷津ミュージアムの会。これは市民の方同士
で一生懸命谷津ミュージアム作りを進めていく母
体として作り出した会です。これは？？？の会。
それから谷津祭りというのを開催したんですが、
子供たちもたくさん遊びに来てくれました。これ
は地元の農産物を使った？？？？を食べている所。
これは谷津学校を作ろうというところです。それ
からこれは放棄された水田を再生、復元しようと
いう取り組みです。ちなみに、谷津ミュージアム、
市が全部買い取ってやるなんてことはできません。
土起こしが必要な所は農地取得することもありま
すが、ほとんどが農家の皆さんと市民の皆さんと
一緒に進めていくということです。農業者の方が、
谷津ミュージアムの中で水田をやっていくという
のを平米 20円、米作りはしないけれども、水だけ
張って管理をしてくれるという人には半分の 10
円、補助するというのを制度化しています。 
 それから谷津ミュージアムの周りには、キャン
プ場があったり、緑を中心とした市の公園があっ
たり、？？？運動広場というのは陸上トラックと
サッカー場があるんですけど、スタジアムでなく
てこんなふうに緑に囲まれた中にあります。これ
は実は企業のスポーツ施設なんですが、企業が手
放すことによって墓地になる予定でした。墓地も
必要なものですけれど、ちょっとここは墓地では
もったいないなということで市が買い取っていろ
んな展開をしようとしています。これも運動広場
なんですが、建物が見えます。これはもともと企

業のスポーツ施設だったときのクラブハウスです。
ただもう老朽化しているので、倉庫として使って
います。これを直すことも検討したんですけど、
返ってお金がかかりそうだということでこれを壊
して拠点を作ることにしました。今年から計画作
りに入りますが、計画を作るのももちろん子供た
ちに参加してもらって、拠点を作るのも子どもた
ちと一緒にデータを作りあげて、一緒にやりたい
と思っています。ありがとうございました。 
 
（司会）次に呉地正行さんにお話頂きます。今日
は宮城から起こし頂きました。もともとは神奈川
県のご出身ということですが、雁に魅せられて宮
城に居着いてしまったという変人です。なんと昭
和 46 年にできたという日本雁を保護する会の会
長さんをしているということです。それでは呉地
さんお願いします。 
 

 

日本雁を保護する会会長 呉地正行 

 
多様な人々が一緒にやろうというのはなかなか
難しいことです。宮城県の蕪栗沼での成功事例を
参考に、どうすれば様々な人たちが一緒に活動で
きるのかというのをご紹介したいと思います。 
 これは 1998 年までは田圃で、現在は沼に復元
され、蕪栗沼の一部となった「しらとり地区」と
よばれている地区です。ここの話をしたいと思い
ます。蕪栗沼周辺には沼があり、まわりに水田が
あります。千葉県と宮城県は、広い田圃、そして.
沼があるという点ではその環境が非常に似ていま
す。現在この蕪栗沼は日本有数の雁の生息地と
なっていますが、ここの雁たちは昔は千葉県の利
根川周辺にいました。その後千葉県の環境が悪く



 

なり、そこにすめなくなったため、宮城県に追い
詰められてしまいました。これは蕪栗沼の風景で
す。左のほうの台形の形をした区画で、100ha あ
ります。それから右側の長方形の区画は、しらと
り地区と呼んでいますが、水田として使っていた
ものを現在は沼に復元したところで、面積は 50ha
あります。これが 1914 年の蕪栗沼周辺の地図で、
矢印で示している所が蕪栗沼の付近ですけども、
蕪栗沼も大きく、またそれ以外にも沼と湿地が沢
山ありました。それが 1955 年にはだいぶ減少し、
1969 年にはその多くが消滅し、現在では小さく
なった蕪栗沼がかろうじて残され、それ以外は全
て姿を消してしまいました。このように過去 100
年の間に湿地環境が急激に消えてしまったことが
分かります。消えた湿地が何があったのかという
と、主な部分が水田に変わりました。どのくらい
の湿地が消えたのかというと、100 年間で日本全
体で 61％です。湿地の面積が 100 年前全国で一番
広かったのは、北海道、次に青森、宮城、千葉、
茨城と続きます。千葉県、宮城県も湿地が非常に
多かったんですが、そういうところは湿地の減少
率も非常に高いんです。宮城県が 9割以上で、千
葉も 9 割、湿地が消えています。湿地がどんどん
消えていく中で、特定の残された湿地に生き物が
追い詰められてきたことが、雁の分布変遷を見る
と良く分かります。蕪栗沼の場合、幸い全部なく
ならずに残されてたので、面積はだいぶ狭くなり
ましたが、多様な生き物が今でも棲んでいます。
冬になると雁たちがたくさんやってきます。それ
からこれらの水鳥を食べ物にする鷲・鷹の仲間も
多く、16～18 種類もいます。さらに水の中にはゼ
ニタナゴという希少な淡水魚もいます。今、ブラッ
クバスの影響できわどい状態になってしまいまし
たが、その他にも多様な生き物が棲める湿地です。 
これは現在の蕪栗沼の風景です。非常に平らで海
抜が 3 メートル位しかないんですね。洪水の常襲
地帯で沼周辺の田圃を含めて遊水地として管理さ
れています。この「蕪栗沼遊水地事業」は昭和 46
年に始まりました。遊水地事業というのは堤防で
周りを囲み、その中の環境はいじらず、恒久的な
設備は作らないので、基本的に沼と周辺の田圃の
環境は残されるということでその点は安心してい
たんですが、ある日事件が起きました。沼を全部
1ｍ掘り下げてしまおう、という計画があることが
わかったんです。宮城県がやるというんです。な
ぜかというと、沼に土砂が流入堆積し、沼の遊水
地としての容量が少なくなってきている、だから
1m全部掘るというのです。これが予定通り行われ
ると沼の環境が全部消えてしまう。そうすると当
然、小さい生き物から、蕪栗沼の環境に依存して
いるいろいろな生き物が全て消えてしまう。これ
を何とかしなければいけないという大きな課題が
できました。この話を詳しく話すと、非常に長い

話になるので、今日はしませんが、この計画を中
止させるために次のようなことをしました。まず
地元では、大多数の人がこの浚渫計画も蕪栗沼と
いう場所がどこにあるのかもほとんど知らない、
ことがわかったので、まず現地にいろんな人を連
れて行こう、ということになりました。いろんな
人というのは各分野で蕪栗沼を残すために力に
なってくれそうな人たちです。そして「蕪栗沼探
検隊」というのをつくりました。名前もあまり硬
いものせず、楽に行こうと。その「蕪栗沼探検隊」
がその後発展的に解消して、現在の NPO 法人ぬ
まっこくらぶになりました。まずこれらの人たち
が実際に蕪栗沼を体感し、沼の豊かさを感じ取る、
その上でどうするべきかということをみんなで話
し合いました。同時に、これは地元だけの問題で
はなく、上からの働きかけも必要だろうというこ
とで、この問題に関心を持つ国会議員の協力を得
て、国会でも議論してもらいました。実は蕪栗の
7,8km 北に伊豆沼という沼があるんですが、そこ
は結構いろんな人が来るんですが、伊豆沼の視察
を短縮して、「もっと面白い所があるから行きま
しょう」といって蕪栗沼につれてくるんですね。
見た人は「良いところですね」というんですが、
「実は全部浚渫されて消えてしまうんです。」と言
うと、「これはなんとかしなければいけない」とい
うことで、そういう中からいろいろ協力してくれ
る人を探し当てました。これは県の事業ですけが、
国からの補助が 55%あって、建設省が「うん」と
言わないとできない事情があることもわかりまし
た。その建設省が国会答弁で、「全面浚渫はしない」
と発言し、その一週間後に宮城県も計画を変更し、
全面浚渫は行わないことになりました。   
それをきっかけに流れが大きく変わりました。ま
ずこれまで県と話をする場が全然ないということ
が、こういう問題を生んできたという教訓から、
県に対して県と関係者が話をすることができる場
をつくってくれという要望をしました。それを受
けて県のほうが、「蕪栗沼遊水地懇談会」を設置し
てくれました。これはただ形だけの懇談会ではな
くて、本音の議論を行政と地元の各種団体が行い、
その中から問題を解決していこうというものです。
この中で、私たち NPOは、県が計画を策定する前
にどんどん提案を行い、それらの多くが県がまと
めた環境管理計画の中に反映され、3 年目に「蕪
栗沼遊水地環境管理計画」がまとまりました。表
紙は宮城県の名前になっていますが、中味の多く
は私たちが提案したものが反映されているんです。
こうやれば、自分たちの思いを将来計画に反映さ
せることができるんだなあと、を実感しました。
こういうなかで、行政も地元の関係者もみんなが
関わる形で問題を考える仕組みができました。そ
れを踏まえ、様々な取り組みが行われています。
行政の問題、それから蕪栗沼の遊水地の管理、自



然保護、環境教育、いろいろありますが、蕪栗沼
のように水田地帯での取り組みを行うときに、一
番の課題はいかに周辺の農業者の協力を取り付け
られるかということです。農業者にとって鳥は稲
を食う害鳥で、そんなの要らんという人が圧倒的
に多く、現在でもそういう人がいるわけですね。
そういうなかで、どうやったら農家の意識を変え、
雁と仲良くすることができるのかが重要な課題と
なります。雁という字なんですが、ひとつの屋根
（厂）の下に,人（イ）と鳥（隹）が一緒に、共生
しているんですね。こういう環境をつくっていこ
うと。農家の人には、雁を追い払うより、雁を利
用し、雁のいる物語を付加価値とした農業を行っ
たほうがうんといいよというように、話をするな
かで、農家の方たちもだいぶ流れが変わってきま
した。そういういろんな立場の違う人がいるなか
で、共通の目標をつかむために、雁のシンポジウ
ムを行い、蕪栗沼宣言のなかで、みんなの目指し
ていくものを、宣言して取りまとめました。これ
は 1996 年のものなんですが現在もこの中のかな
りのものは、具体化する方向に動いているので、
何を目指していくのかを示して、それに向けて活
動していくことは非常に大事なことだと思ってい
ます。この中にはいろんな取り組みがありますが、
2 つ大きなものがあります。ひとつは、しらとり
地区の水田の 50ha の水田を湿地に戻すことがで
きたことです。また最初は 1億円以上かけて、沼
としらとり地区の間にコンクリートの越流堤防を
つくる計画でしたが、しらとり地区水田は沼に復
元したんだし、現在の土の堤防のままでいいだろ
うという議論を行い、結局県が遊水地の設計変更
を行い、話し合って計画変更し、日本で初めての
土の全面越流堤防にすることができました。湿地
に戻したしらとり地区はその後どうなったかとい
うと、2,3 年後には雁たちをはじめとした水鳥た
ちのねぐらになりました。現在ではある意味では
沼自体よりも重要な、ねぐらの機能を持つように
なり、年々湿地らしい環境になってきました。し
らとり地区で行ったことは、単純に水を張っただ
けなんですね。自然に対して人間はあまりごちゃ
ごちゃ考えずシンプルに関わり、後は自然の力に
任せばよいわけです。 
しらとり地区での取り組みにより、水を張るだけ
で田圃を水鳥の生息地にできるということがわ
かってきました。それを今度は実際に使っている
田圃で始めました。このように冬の田圃に水を張
ると水鳥がたくさんやってきます。これは農業に
とっても、その糞の施肥効果があったり、雑草が
生えない抑草効果があることがわかってきて、最
近では新しい農法としてもだいぶ広まってきまし
た。またふゆみずたんぼの面白いところは、これ
が単に環境を生かした農法だけではなくて、そこ
に夢が描ける、物語があるというところです。そ

んなところが面白くて現在では全国にかなり広
がってきています。 
これはれは宮城県知事のホームページ、2005 年 5
月 17 日版ですけども、ついに宮城県知事も自分の
ホームページに「『ふゆみずたんぼ』は、おもしろ
い」、「まずは、面白がるところから、何事も始ま
る。良ければやる、悪いところは直してみる。」と、
言い出して、宮城県が県全体として重点施策とし
て取り組むことになりました。そして来週、一回
目の勉強会をやることにしているんです。（その後
県庁内の各部局を横断して、ふゆみずたんぼワー
キンググループが立ち上がり、宮城県のアンテナ
ショップは池袋東口にでき、ふゆみずたんぼ米
コーナーもできました。） 
いま蕪栗沼はラムサール条約湿地をめざしてい
ます。ラムサール条約の決議を地元の環境を活か
した農業活動の指針として利用するために、田ん
ぼを中心としたラムサール条約湿地という前例が
ない新しい取り組みをめざしています。広い田圃
を中心に登録し、ラムサールを環境農業施策を積
極的に誘導する枠組みとして活かそうと考えてい
ます。 
最後に私たち NPO が、行政や地域住民の人たちと
一緒にどのようにやっていけばいいかというのを
まとめたのがこれです。 
・信頼できるカウンターパートナーを増やすこと 
・違いを認めた上で共有部分を拡大する努力、本
音が話せる信頼関係をつくること、 
・理念の共有化、いつもプラス思考で考えること、
どこをどう押せば動くかということ、 
・楽しい夢ある活動・夢を実現するための方針、 
・下からの動きがあって上も動く、両方の動きが
必要、 
・行政には飲み込まれずに対等の立場で接する、
行政の人には必ず引き継ぎ事項に入れるような事
をしていく、そうしないと、人が変わると消えて
しまう、 
・地域住民を主役とした運動作り、新しい発想で
現行制度を運用していく、 
・人間の多様性を認める、いろんな違いを持った
多様な人を受け入れるということが大切というこ
とです。  
 
 
（司会）ありがとうございました。それでは次に
鈴木眞廣さんにお話頂きます。鈴木さんは富津市
に鎌倉時代から続くお寺の住職さんです。海と里
山の？？？の他、保育園の園長さんもされていて
それが本業なんですが、その保育園の修理の時の
大工さんもされていたということで面白いお話が
伺えそうです。では、よろしくお願いします。 
 



 

和光保育園園長 鈴木眞廣 

 この 3月までに県民が参加して作業しまして次
世代育成支援向上計画を県が作成いたしました。
全国津々浦々皆さんお作りになられたのですけれ
ども、国が示した示思惟というのがありまして、
そこにもれなく色々な事がつまっている示思惟が 

 
あるのですが、千葉県らしさということをきちん
と書き込みたいということで、皆で作業した結果、
国には無いものが千葉県には入ったんです。それ
はなにかというと「子供の参加、参画」というこ
とで子供のきちっと社会に対する参加、参画を盛
り込んでいく事が何より大事だということをそこ
のなかに書き込みました。子供の人権条例という
ものを作っていかない？という話もそこの中から
出てきています。それからもう一つの千葉県らし
さというのは、先程お話がありましたような地域
をもう一度 21 世紀に再生するということがもの
すごく大事で、それをしないとこれからの日本は
ありえないということで、地域力と書いて「ちか
ら」と読ませているのですけど、そこのところ
を？？教育の大事なポイントに私たちはしたんで
す。今日はその資料がここにありません資料なの
でまたの機会にぜひ読んでいただきたいと思いま
す。 
 私達は今の社会が広義化すればするほど何か
社会の仕組みがすごく複雑になってしまって、子
供がこういう原因があってこの原因にどうやって
人が関わったらこういう結果になるかを、途中の
プロセスが非常にシステムとして見えにくい社会
に生きているなと思いますね。子供なりにこうす
ればこうなるっていうことの見通しがつけられる
ような経験を子供時代にいっぱい経験しとくって
ことが大事じゃないかなって僕は考えました。で、
そういうときにやはり私たちが、その戦後の高度
経済成長のしくみよりも、先程からいろいろな方
がお話されているんですけども、例えば縄文時代

の狩猟採集民族的な生活とかですね、あるいは農
耕的な、畑を耕したり、あるいは山に入って木を
切ったりですねそういう時代の生活っていうこと
が非常に子供にわかりやすいっていうことがあり
ました。それでそういうまず縄文時期でありたい、
それから第一次産業的な生活の中に子供をおきた
いということを私たちは保育の中で大事にしよう
ということにしました。 
 それともうひとつは、いま働き方が非常に過酷
になっておりまして、保育時間がどんどん長く
なってきております。私どもの保育園は田舎の保
育園で、まだまだ保育時間といっても短いほうか
もしれませんが、それでも朝 7時から夕方 7時ま
での 12 時間の保育でお子さんをお預かりしてい
ます。で昼間の 12 時間が子供にとってどうなの
かっていうと、学校の教室で授業をうけるってい
うような 12 時間じゃとても持たないなっていう
風に僕考えるんですね。それでできるだけ学校の
下に応じてくるそういう生活の場所じゃなくて、
家庭の延長として 12 時間ができるだけストレス
にならないようなそういう保育園が用意できたら
子供たちにとっていいんじゃないかなと考えたわ
けです。で、その中でたまたまうちは裏山があり
まして、里山保育園という風には意識していな
かったんですけど、毛利さんがうちの保育園に来
てですね、ここは里山保育園だねという言葉を使
われて、改めてああうちは里山保育園だったんだ
なと思った次第です。そんなことで普段水と空気
のように、あって当たり前でですね、里山のあり
がたさをしみじみ考えながら暮らすっていうこと
をあまり意識してこなかったんですけど、その言
葉をいただいてから、あらためてああ私たちは里
山の力を借りながら子供と一緒に生活し、子供と
一緒に大人も育てられているんだなということを
感じております。今日はそんなことをちょっと写
真で紹介できたらなと思っております。 
 写真を写す前にちょっと自己紹介なんですが、
うちの保育園は今から 49 年前にですね四街道と
いうところから兵士の食堂だったのを払い下げて
移築して立てた保育園です。43年使いましたが雨
漏りがだいぶひどくなりまして、最初のうちはい
まどきおうちの中で雨が降ってくるなんて珍しい
ですね、といって雨漏りを楽しんでおりました。
そのうち楽しんでもおられなくなりまして保護者
がですね、園長このままでは園舎が腐っちゃうよ
といわれてですね、それじゃあ直さないといけな
いねということで施設整備をしたんですけど、い
まだに雨漏り保育園の理念は大事に引き継ごうと
いうことで、毎日保育園の歌なんですけど「雨漏
り保育園」というのを園歌にして歌っております。
最初にその歌を 30 秒ほど歌わせていただきたい
と思います。 
 「あめのひだいすき あまやどり みんなみて



みて うえをみて  
  あめのしずくがおちてくるよ いつものお
とがなりひびく  
  ぽっぽ ぽぽぽ ぽぽーぽ ぽちゃん 
  ぴっぴ ぴぴぴ ぴぴーぴ ぴちゃん 
  だってここは だってここは あまもりほ
いくえん」 
 時間がないので写真のほうに行きますが、写真
のほうは説明しながらまわしてると時間がないの
でただただ見ていただくということにしたいと思
います。写真の順番なんですけど、一番最初に泥
んこと水濡れは人間という存在に子供を返してく
れるというおもいで、泥んこ遊びと水遊びをして
います。それからお話したようにまずは縄文人で
ありたい、農耕民族でありたい、というあたりの
活動を写真で見ていただきます。その次に自給自
足への憧れということでちょっとまねっこのよう
な自給自足をしてみました。それから最後のほう
で、命と向き合うということで、近代化されて食
べるものが町の外から加工されてくるんですけど、
町の外にいたときには牛や豚や鶏や魚で、生きて
いた存在だっていう事がなかなか子供たちにはわ
かりにくくなっているので、命と向き合うってこ
とも大事だなと思ったりもします。そして最後に
これは私だけじゃなくてうちの親父の会もそうな
んですけど、子供と一緒に？？？をつくったりし
ながら、壊れたらゴミとして出してしまうんじゃ
なくて、あ、これは直したら使えそうだねという
ことで直しながら使っていくということでの私の
大工さんとしての仕事を皆さんに知っていただく
ということで、短い時間なので十分わかるような
写真になってないかもしれませんが、写真を見て、
提案とさせていただきたいと思いますのでよろし
くお願いします。 
 
 
〈司会〉・前副知事の大槻さんに、大好きな森の
話をしていただきます。よろしくお願いします。 
 
 

千葉県副知事 大槻幸一郎 

 ご紹介いただきました大槻です。 
今日は千葉の森林の現状とその後の？？？がど
うなっているのかという所をお話します。それに
しても皆さん非常に？？？が上手なのでびっくり
しました。まさか歌まで出てくるは思わなかった
ので。この一月間ちょっと思いがけない日々を過
ごさせていただきました。今日はプレゼンにはパ
ワーポイントを使いません。申し訳ありませんが
口頭でお話させていただくことをお許しいただき
たいと思います。 
 まず、今回里山を考える時に、里山の現状とい

うのはどうなっているのかということをよく聞か
れるんですが、今日のシンポジウムのテーマの切
り口に樹林がございまして、私どもよく森林とい
うことを外部の方にご説明する時にですね、林業
という生業行を意識した時の統計資料というのが
普通使われています。例えば森林率だとか？？？
率、人工林と天然林、そして山の手入れ、間伐な
どがどうなっているかということがよく山の現状
ということの資料に提供されているんですが、今
回これほど分科会が多くなりますと、公の世界で
皆さんに提供するデータ、資料のあり方というも
のをもう一回見直さなきゃいかんかなと。例えば
文化論になると里山の資料、どんなデータがある
のかなとかですね。そういわれると一体どうかな、
とふと思ったんですが、今日はそんなことを思い
ながらこれから申し上げますのはあくまでもオー
ソドックスな、よくいう林業的視点での里山の現
状といったものを簡単にお話したいと思います。 
 
 千葉県の県土に占める森林の割合、30パーセン
ト程度とよくいいます。これは全国でみますとさ
きほどパワーポイントに出ておりましたが、全国
では約 68パーセント前後が森林でございます。そ
ういう視点から見ると半分以下ですので千葉県の
森林というのは非常に少ない、そういう意味でそ
れをもっと大事にしないといかんということが相
対的な価値観としてご理解いただきたいと思いま
す。この 33パーセント少々といのは下から数えて
全国 47番目、最下位といえばそうですね、非常に
低いというふうにご理解いただきたいと思います。
関東近辺見ますとですね、茨城、埼玉ともに 32
パーセント、ちょっと千葉よりいいんですが、
ちょっと意外なのは東京都、36パーセント、4 割
近い林野率もっております。多分皆さん奥多摩と
か、いかれた経験あると思いますがああいうとこ
ろの山の割合が東京都の全体の林野率の引き上げ
に寄与しているんじゃないかと思います。それと
人の造った人工林、人が人工的に杉なんかを植え
込んだものを人工林と呼んでいますが、県の森林
の中で約 4割近い数字がこの人工林です。この数
字はほぼ全国と横並び、全国平均が 41パーセント



 

ですので、だいたい全国並みです。全国的にみて
非常に人工林率が高いのが、九州の佐賀県、ちょっ
と嫌がられるかもしれませんが、これが 66パーセ
ント、7割近い人工林でして、山を見るとどこも？
杉の木に変わってるなという印象です。それに比
べますと千葉県、ほぼ全国平均だというふうにご
理解いただきたいと思います。今申し上げたよう
な森林の姿、これをどういうふうにこれから表現
するか、事業への切り口、文化論があったり教育
があったり、それとおおもとの健康問題なんてい
うことを意識した時にこの森林の姿をどう、指標
化するかというのがこれからの行政の課題だと思
います。 
 ところで森の手入れの状況なんですが、人工森
というのは植えられた以上人手をかけないとだめ
な宿命を背負っております。これは皆さん、？？？
にお互いがお互いに競争の中で相手を倒すという
力がどうしても弱いという特性を持っております。
したがって人手でその間を間切ってやるという作
業がどうしても必要となってまいりますが、県の
持っているデータを見ますと、ほぼ計画を 100 と
しますと実行されておりますのはだいたい半分程
度の、人工林に対する間伐の実行状況です。山の
範囲というのは非常にひとつの支障になっており
ます。それともうひとつはですね、今日御参加の
皆さん、ボランティア活動なんかで自分の所有し
てない山に入ったりするケースが非常に多いと思
いますが、その山が自分の所有者がしっかりと確
定しているかというのが、以前私も植樹にお話し
たりしたことがありますが、千葉県の場合は個人
様の持っている山がほぼ一割が確定していればい
いかな、という程度なんですね。これは昭和２６
年から、国土調査？？？で毎年計画的に？？？経
過をずっと測量していく、そういう事業が行われ
ておりますけれども、千葉県は全国の中でも低い、
１２パーセント位しか測量が出来ていません。人
の入り具合が低くなっていることが、またこの計
画をしっかりするための時間を減らしています。 
ちょっと別の指標でご説明しますと、昭和 45 年
のころとほぼ最近の水準を比較してみると、酸素
問題の動きというのが大体わかるんじゃないかと
思いますが、木材の消費量というのが、昭和 45
年ころだと一億立方? ちょっと、という感じです。
それが平成 14年で、8千 800 万? となります。こ
れは燃料関係のこともあるんでしょうが、木材の
外国から入ってきている状況というのが問題で、
国内の杉の自給率が昭和 45 年度には 45％だった
のが、平成十四年では 18パーセントまで下がって
います。杉の価格の変動ということになると、大
卒の初任給が昭和 45 年当時三万七千円くらいで、
今は二十万近く、それを杉に置き換えて見ますと
昭和 45年には杉 14本分だったのが今は 210 本分
だということになります。そういうわけで日本の

林業は全国的に壊滅状態にあります。 
そのなかで山の管理をボランティアやNPOのみな
さんの力を借りてやっていこうということで、協
定を制定したのが平成 16年 5月 18 日、山を持っ
ている方、それとボランティア、NPO の皆さんと
の共同作業でできたのが里山条例です。現在、38
の協定があります。だぶりがありますので 32の活
動団体ががんばっていただいてます。 
実はごくごく最近、4 月になりますが船橋におい
て、県の協定に基づくごくごく小規模な里山の整
備というレベルを飛び越えまして、これは国から
の全国市民計画等、いろんな計画が上からつな
がっているんですが、個人の山を自分たちで整備
するという市民計画があります。だいたい一人当
たり 30 ヘクタールというのを最低の条件にして
いるのですが、ちょっと個人では手に負えない規
模で、5 年間の計画を立てて、市町村長に認定を
入れられると国からの補助とか、いろいろな優遇
措置がある、税制上相続税の優遇措置もあるとい
う計画が船橋ではじめてできました。県に認定さ
れております、里山整備協定の認可団体２つが
タッグを組みまして、以前森林組合さんの持って
いた山をまかせてくれということで 90 ヘクター
ルの大規模な森林をひとつの計画として 5ヵ年で
計画的に整備していくという新しい動きがありま
す。その辺を紹介しておきまして、とりあえず私
の概況説明に変えさせていただきたいと思います。 
 
 
（司会）どうもありがとうございました。？？？ 
無理があると思って何も知らないのに、？？の現
状を教えてくださいといいましたら、里山の汚染
が進んでいて、状況がどんどん変わっているとい
うのが、今の大槻さんのお話でわかったかと思い
ます。さて、材木が非常に安くなったということ
で、森の手入れにかかる費用をどのように捻出す
るかというのが大きな課題だと思うのですが、や
はり我孫子市などは、農業を営んでいる方という
よりは、都市住民の方、お仕事をされているサラ
リーマンの方が多いと思うのですが、そういう都
市住民にとっての緑の価値というのは、今見直さ
れている中で、森林環境保全とか、？？？？など
では、そういう森づくりのため、森の手入れのた
めに、みんなが？？？を支払っていくということ
が提案され今年から実施されていくということで
すが、我孫子市さんは、このような森林環境保全
的な或いは？？？？？？の財政的な予算措置にお
いてはどのようにお考えなのか聞かせてください。 


